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（論文審査の要旨） 
 
有馬俊君の博士学位請求論文は「発酵的リフレクションモデルのデザイン」と題して執筆されたもの

で、全部で６章から構成されている。本研究では、過去の行為や経験を振り返るリフレクションをテ

ーマとして、発酵をメタファーとして新しいリフレクションモデルを提案している。また、実践とし

て Talk Clip Box をデザインしており、デザイン論文として取りまとめたものである。 
第１章では、研究の動機に加え、従来のリフレクションモデルを紹介した上で、発酵的リフレクショ

ンモデルの違いを論じている。 
第２章では、関連する４つの領域として、リフレクション、発酵、デジタルストーリーテリング、キ

ュレーションについて関連研究を含めて解説している。さらに、本研究の意義と新規性について整理

している。 
第３章では、本研究の核となる発酵的リフレクションモデルを提案し、研究の過程についても紹介し

ている。発酵的リフレクションモデルは、よりオープンで、より長期的な目線を導入したモデルであ

ることが特徴である。 
第４章では、発酵的リフレクションモデルを用いた実装のデザインについて論じている。実装例であ

る木製オブジェの Talk Clip Box は、キュレーターを介してリフレクションを整理して、木製オブジェ

を製作する。この木製オブジェは、生活に溶け込むデザインであり日々の生活において過去の行為や

経験を振り返ることができる。 
第５章では、Talk Clip Box を被験者に２ヶ月使用することで Proof of Concept (PoC)を実施して発酵的リ

フレクションモデルの検証を質的調査法で証明をするとともに、限界についても明らかにしている。 
第６章では、本研究の結論と今後の展望についてまとめている。 
 
本研究は、これまでの人生を振りかえるリフレクションモデルに発酵をメタファーとした新しい視点

を提案し、そのモデルを実装する方法として生活に溶け込むオブジェとしてのデザイン提案をした点

が独創的である。また、オブジェをデザインするプロセスにキュレーターを介して整理している点

は、現代のキュレーションエコノミーとも言われているオンラインでの社会活動との親和性が高い。

専門家がリフレクションのメンターになるのではなく、よりオープンでより長期的な目線を導入した

点も特筆すべき点である。  
本研究は、人の人生を豊かにするための振り返りを支援することができ、新しいライフスタイルの製

品やサービスへの貢献も期待できる。以上、審査の結果、本論文は博士（メディアデザイン学）の学

位論文として十分な価値を有するものと認める。 
 
審査経過 
2020年 1 月 27 日 予備口頭試問審査会が開催され、2020年 2 月 21 日に審査の結果合格した。  
予備口頭試問審査委員 : 大川恵子君、稲蔭正彦君、加藤朗君 
2021 年 7 月 13 日、9:00-11:00 博士論文公聴会がオンラインにて開催された。同公聴会終了後、オンラ

インで博士論文審査会が開催され、全会一致で合格を決した。なお、公聴会出席者は以下の通りであ

った： 
博士論文審査委員 4名 
来場者 6名 
 

 


